
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※県社協ニュース“やまぐちのふくし”では、毎月１回発行し、制度や施策の動向など、随時情報提供して

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

「やまぐちのふくし」の表紙写真を募集しています。詳しくは、総務班までお問合せください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまぐちの 

ふくし 

山口県社協ニュース  第１３１号  

社会福祉法人 山口県社会福祉協議会 

       総務企画部 総務班 

〒753-0072 山口市大手町９番６号 

TEL:083-924-2777 FAX：083-924-2792 

Email：ygshakyo@orange.ocn.ne.jp 

URL：http://www.yamaguchikensyakyo.jp 
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社会福祉法人 山口県社会福祉協議会 

会長交代のお知らせ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 退任のご挨拶 

拝啓 ますますのご清祥のこととお慶び申しあげます 

                       さて、私こと 

このたび３月１８日付けをもちまして社会福祉法人山口県社会福

祉協議会長を退任いたしました 

在任中は公私にわたり格別のご指導とご支援を賜りまして心より

厚く御礼申し上げます 

今後とも変わらぬご厚情を賜りますようお願い申し上げます 

皆様方のご健康ご多幸を心からお祈り申し上げまして略儀ながら

書中をもってお礼かたがたご挨拶申し上げます      敬具 

 平成３１年３月１８日 

                    昌  克 

 就任のご挨拶 

謹啓 ますますのご清祥のこととお慶び申しあげます 

                       さて、私こと 

このたび３月１８日付けをもちまして社会福祉法人山口県社会福

祉協議会長に就任いたしました 

もとより微力ではございますが最善をつくしてこの重責を全うす

る所存でございますので前任者同様格別のご厚情とご指導を賜り

ますようお願い申し上げます 

まずは略儀ながら書中をもってご挨拶申し上げます    謹白 

 

 平成３１年３月１８日 

           社会福祉法人山口県社会福祉協議会 

           会  長  隅   喜  彦 
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２０１９年度 山口県社会福祉協議会 福祉研修センター研修計画 

～研修体制の強化と総合的な研修体系の見直しによる研修の充実～ 

 平成３１年度から山口県ひとづくり財団と山口県社協が実施している社会福祉研修を

県社協に一元化し、社会福祉研修の実施体制を強化することとなりました。研修体制強

化により、社会福祉分野における福祉人材の確保・定着と福祉サービスの資質向上のた

めの効果的な研修を実施し、専門性の高い福祉人材の育成・定着に取り組みます。 

 

 

（１）福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程を、自主研修から県委託研修に変更して、

受講料も大幅に引き下げ、受講の促進を図っていきます。 

（２）新任職員を対象に実施していた福祉職員スタート研修は、施設別専門研修として

老人・障害・児童・保育分野の基礎コースに統合する他、キャリアパス研修の初

任者コースの中でも引き続き実施いたします。 

（３）組織運営における課題別研修として、増え続ける事故を巡るトラブルへの対策研

修をリスクマネジメント研修に内容を変更します。 

（４）地域福祉関係者研修を新たに研修体系に組み入れ、民生委員・児童委員対象の研

修を実施します。 

 

 

 

（１） 平成２４年から県より受託しておりました介護実習普及センター事業は、平成 

３０年度で廃止となりました。 

（２）介護実習普及センターで実施していました介護入門講座と介護技術専門講座は、

県民からのニーズがあるため、若干の資料代の御負担をいただき、中高年齢者介

護職就労支援事業を拡充して、介護に関心のある県民向けの研修として引き続き

実施いたします。 

 

 

 

（１）介護支援専門員更新研修（実務経験なし）・再研修は、指定研修実施機関が他団体

に変更となりました。 

（２）障害福祉分野の相談支援従事者研修及びサービス管理責任者等研修は、委託事業

から指定研修に変更となるため、他団体での実施となります。 

 

  ◆問合せ先  福祉研修センター 

         〒754-0893 山口市秋穂二島1062山口県セミナーパーク内 

         TEL：083-987-0123 FAX：083-987-0124 

  

統合・新規となる研修 

廃止及び変更となる研修 

他団体での実施となる研修 

詳しくはホームページをご覧ください  http://yg-fkc.com/ 

 

山口県社協からのお知らせ 
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介護福祉士修学資金等貸与事業のご案内 
 

～２０１９年度介護福祉士修学資金貸付事業を行います～ 

 福祉の担い手として活躍できるために、介護福祉士養成施設等で修学を希望する方を

支援しています。 

 

 

介護福祉士養成施設に在学し、卒業後山口県内で介護職として従事する方に貸付けます。 

貸 付 内 容 

① 学費５万円以内／月額 

② 入学準備金20万円以内 

③ 就職準備金20万円以内 

④ 国家試験受験対策費用４万円以内／年額 

⑤ 生活費加算（生活保護世帯等） 

募 集 期 間  ２０１９年４月８日～５月１７日 

募 集 人 数  80名程度 

返 還 免 除  介護業務に５年間（過疎地域は３年間）従事した場合 

 

 

 
 

 

介護福祉士実務者養成施設に在学している方で、卒業後、直近の介護福祉士国家試験を

受験する方に貸付けます。 

対 象 経 費 
 実務者研修の授業料、実習費、教材費、国家試験の受験手数

料ほか 

貸 付 金 額  20万円以内 

募 集 人 数  ８０名程度 

返 還 免 除  山口県内の介護施設等で介護業務に２年間従事した場合 

 

 

  

介護福祉士修学資金貸付 

介護福祉士実務者研修受講資金貸付 
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一定の資格を持ち介護職員として１年以上の実務経験があり、離職後に再就職した介護

職員に貸付けます。 

対 象 経 費 
 子どもの預け先を探す活動費や介護に係る講習会参加費 

ほか 

貸 付 金 額  20万円以内 

募 集 人 数  ２０名程度 

返 還 免 除  山口県内の介護施設等で介護業務に２年間従事した場合 

 

 

   ◆問合せ先 山口県福祉人材センター 

         TEL：083-922-6200  FAX：083-922-6652 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

介護人材再就職準備金貸付 

詳しくはホームページをご覧ください  http://yamaguchi-fjc.jp/ 

開 催 決 定 !! 

『福祉のしごと・保育のしごと』就職フェア 
 日 時  令和元年 6月 29日（土） １２：３０～１５：３０ 

 会 場  山口市湯田温泉 ホテルかめ福 （山口市湯田温泉４－５） 

予約不要・履歴書不要・服装自由 

ご存知ですか？ 

介護福祉士資格保有者を生涯支える 

  『離職時の届出制度』 

 社会福祉法の改正により、2017年度から介護福祉士資格を 

お持ちの方は、離職時に都道府県福祉人材センター（山口県 

福祉人材センター）にその資格を届け出ることが努力義務と 

なっています。 

詳細については、山口県福祉人材センター〔083-922-6200〕 

に問合せいただくか、「福祉のお仕事」のホームページ 

〔https://www.fukushi-work.jp/〕をご覧ください 

せっかくの 

資格です。 

ぜひ登録を‼ 
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 この研修会では、実際のクレームや裁判を緻密に分析し、具体的な施策や対応を皆様

にご提案します。介護施設・事業所に求められるリスクマネジメントとは何かを知るこ

とにより、利用者や職員の安全確保にも繋がります。リスクに対する考え方や姿勢を学

び、継続的なリスクマネジメントを身につけることを目的に開催します。 

 

【日  時】  令和元年６月２１日（金） 

        午前１０時から午後４時まで（午前９時３０分から受付開始） 

 

【会  場】  山口県セミナーパーク 社会福祉研修棟 社会福祉研修室 

 

【対 象 者】  介護施設・事業所の職員等 

 

【定  員】  １００名（定員を超えた場合は先着順となります） 

 

【受 講 料】  １人につき ４，０００円 

 

【講  師】  株式会社 福祉リスクマネジメント研究所 

        所 長  烏野 猛（からすの たけし）氏 

 

【申 込 み】  別紙申込書に必要事項を記入の上、５月２８日（火）までに郵送又は

ＦＡＸでお申込みください。 

        ※申込書はホームページからダウンロードできます。 

 

 

 ◆ 問合せ先  福祉研修センター 

         〒754-0893 山口市秋穂二島1062 山口県セミナーパーク内 

         TEL:083-987-0123 FAX:083-987-0124 

  

リスクマネジメント研修 
～介護事故裁判の分析から～ 

http://yg-fkc.com/ 
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  みんなで考える！ 

「防災の意識醸成研修会」のご案内 
 
東日本大震災の際、福島県南相馬市で被害者の支援に当たられた大町病院の藤原珠世

副院長兼看護部長をお招きし、報道等では語られない支援の実際や、被害者でありなが

ら支援に当たらなければならなかった専門職の気持ちなどをお聴きする講演会を開催し

ます。これに併せて、下関病院の中山寛人医師より認知症の方の心理とケアについてご

教示いただいた後、これまであまり議論されていない災害時の認知症の方等への支援に

ついて、行政も含めた多職種によるシンポジウムを行うこととなっております。 
 

【日  時】  令和元年６月１５日（土） 

        １０：００～１５：００ 〔受付開始 ９：１５〕 

 

【会  場】  山口県健康づくりセンター 多目的ホール 

 

【内  容】  講演会① 

        「認知症の人の心と行動を理解する～災害時に備えて～」 

         講師：医療法人水の木会 下関病院 精神科医師 中山 寛人氏 

        講演会② 

        「大町病院復興の軌跡～３．１１を乗り越えて～」 

         講師：医療法人社団青空会 大町病院 副院長兼看護部長 藤原 珠世氏 

        シンポジウム 

        「災害時の認知症の人の支援を多職種で考える」 

 

【対 象 者】  医療・介護福祉専門職、行政職員、社協職員、 

        民生委員・児童委員、福祉員、一般 など 

 
【定  員】  ３００名 
 
【参 加 費】  ２，０００円  （学生は無料です） 

 

◆問合せ先  防災の意識醸成研修会実行委員会  

       事務局 居宅介護支援事業所しんなんよう （周南市社会福祉協議会） 

       〒746-0014 周南市古川町１－１７ 

       TEL：0834-61-2700 FAX：0834-61-2115 

       URL http://fukushiwoshiyouyo.com/  「福祉をしようよ～‼」で検索 

関係団体からのお知らせ 
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内閣府からのお知らせ「官民人事交流制度のご紹介」 

官民人事交流は、国と民間企業との間

の交流を通じて、相互理解の促進、双方

における人材育成、組織の運営の活性化

等を図る取組です。平成12年3月に制度

が始まって以来、官民人事交流を実施し

た民間企業は600社を超えており、「政策

の立案や予算編成を通じて、官庁のもの

の考え方を知ることができた」、「交流派

遣者には即戦力として活躍していただき

有益でしたので、今後も活用したい」な

どの感想が寄せられています。 

本制度について詳しくお知りになりた

い場合は、下記ホームページを参考に、内閣府官民人事交流センターまでお問合せくだ

さい。 

■内閣府官民人材交流センター 

  ＨＰ https://www8.cao.go.jp/jinzai/sanko.html 

 【お問合せ】内閣府 官民人材交流センター 

       TEL：03-6268-7677  E-mail：kouryuu.h1s@cao.go.jp 

 

 

児童福祉週間・児童福祉月間 

 子どもたちが健やかに育つことは、みんなの願いであり、すべての子どもが家庭や地

域において、豊かな愛情に包まれながら、夢と希望をもって未来の担い手として、個性

豊かに、たくましく育っていけるような環境・社会をつくっていくことが重要です。 

 このため、国においては、子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全体で

考えることを目的に、毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「児童福祉週間（５

月５日～５月１１日）」と定めています。 

 山口県においても毎年５月を児童福祉月間と定め、児童福祉の理念の普及・啓発のた

めの各種行事が行われています。 

◆主 唱  厚生労働省、（社福）全国社会福祉協議会、（公財）児童育成協会 

◆２０１９年度「児童福祉週間」標語 最優秀作品 

 その気持ち 誰かを笑顔にさせる種 （吉村 唯 さん 14歳（山口県）の作品）  
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【収録内容】 

 １ プロローグ      ５ 電話応対   

 ２ マナーの基本     ６ 電子メールとファクシミリの基本 

 ３ 言葉遣い       ７ クレームや問い合わせの対応 

 ４ 来客応対 

 

「認知症コールセンター」のご案内 

 

＊認知症に関する相談は「認知症コールセンター」へ  

 認知症に関する心配ごとや気になること、認知症の方の介護に関する悩み

などに対して、保健師や介護経験者等がご相談に応じます !! 

たとえば、  

 ◎家族や自分が認知症ではないかと気になる。  

 ◎認知症に関する悩みをどこに相談してよいかわからない。  

 ◎認知症の方の介護を経験した人と話がしたい。等  

 相談時間  月・水・金の午前１０時から午後４時まで（祝日はお休み）  

 

    ◆問合せ先 生活支援部生活支援班 

          TEL(083)924-2845  FAX(083)922-1295 

 

 

 

 

全社協出版図書 新刊・近刊／おすすめ図書情報！ 

★ 福祉の職場のマナーガイドブック 

  立石貴子 著 全国社会福祉協議会 編 

  Ａ４判 ８４頁／本体：１，０００円（税別）／201９年３月発行 

  本書は、はじめて社会人として福祉の仕事に就くことになった方が

たのために、最初に身に付けてほしい仕事の基本や職場でのマナーを

お伝えする本です。 

  施設・事業所における新入職員教育の教材として、最適な内容にな

っています。 

 

 

 

 

◆購入申込先 総務企画部 総務班 

           TEL 083-924-2777  FAX 083-924-2792 

           ※図書代のほかに別途送料を申し受けます。  

全社協出版図書のご案内 

認知症コールセンター専用番号  TEL（083）924-2835 
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「２４時間テレビ」４２福祉車両のご案内 

 

 ２４時間テレビチャリティー委員会による福祉車両の寄贈が本年も実施されますので

ご案内します。 

 

◇ 寄贈対象となる団体・個人 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 申込期間   

 

詳細は「２４時間テレビ」ホームページでご確認ください 

http://www.24hourtv.or.jp/ 
 

◆ 問合せは最寄りの２４時間テレビチャリティー委員へ 
  山口県の方はこちらへ → ＫＲＹ 山口放送株式会社 

               TEL:0834-31-9300 

               http://kry.co.jp/24htv/ 

  

・リフト付きバス、スロープ付き自動車、福祉サポート車 

社会福祉法人（社協以外）、社会福祉協議会、NPO法人、

地方公共団体、医療法人（一般・公益）社団法人、財団

法人、学校法人、任意団体（非法人）、ボランティア団体

など 

 ※ 株式会社、有限会社など、営利を目的とする企業・

団体は対象外 

・訪問入浴車 

上記団体のうち、介護保険制度の入浴事業認定団体であること 

または、自治体が訪問入浴サービスを認定している団体 

・電動車いす 

上記団体ならびに個人 

（身体障害者認定、または要支援１、２、要介護１認定を受けている方） 

２０１９年４月８日（月）～５月２０日（月）必着 

助成のご案内 
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本会が行う社会福祉事業のために寄附いただきました 

平成３１年 ４月 ８日（月） 

   株式会社ファーストホーム 様    １，２９８，９６９円 

 株式会社ファーストホームでは、社会貢献活動の一

貫で、“家族で遊んでチャリティ”として、「ファース

ト チャリティ フェスタ」を開催されています。 

 本年も３月２１日（木・祝）に やまぐちリフレッ

シュパーク において開催され、その収益金を本会に

寄附していただきました。 

 

 

県内の社会福祉の推進のために車いすをいただきました 

平成3１年 ４月１５日（月） 

   株式会社ツルハホールディングス   様 

   クラシエホールディングス株式会社  様    車いす １０台 
 

 （株）ツルハホールディングスとクラシエホールデ

ィングス（株）では、ツルハグループ店舗で行うキャ

ンペーンの売上の一部で車いすを購入し、各都道府県

の社会福祉協議会及び福祉施設に寄贈されています。 

 

贈呈先（１０施設） 

 軽費）グリーンハイツとよた、特養）楠園、養護）

福寿園、特養）オアシスはぎ園、障害者支援施設日

の出園、障害者支援施設あけぼの園、特養）幸嶺園、

療養介護事業所鼓ヶ浦ひばり園、特養）やまびこ苑、

養護）寿海苑 

 

 

 

  

御厚志 どうもありがとうございました 

※寄附者、金額等は、御承諾いただいた内容を掲載しています。 

寄附・寄贈 
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